
 高体連  

２０１８年度活動報告 

１．活動概要 

① 平成 30 年度長野県高等学校総合体育大会 第 47 回登山大会の開催 

② 平成 30 年度 第 30 回北信越高等学校登山大会への選手派遣と支援。 

③ 平成 30 年度全国高等学校総合体育大会 第 62 回全国高等学校登山大会への選手

派遣と支援。 

④ 平成 30 年度東北中南信地区新人体育大会の開催 

⑤ 第 9 回全国高等学校選抜クライミング選手権大会への選手派遣 

 

２．活動内容 

① 平成 30 年度長野県高等学校総合体育大会 第 47 回登山大会 

   期 日  平成 30 年 5 月 31 日(木)～6 月 2 日(土) 

   場 所  信濃町 長野市  

   会 場  黒姫山一帯 戸隠キャンプ場 

成 績  男子 １位 大町岳陽高校 

           ２位 屋代高校 

           ３位 松本県ヶ丘高校 

        女子 １位 松本県ヶ丘高校 

           ２位 大町岳陽高校 

           ３位 飯山高校 

 

 

② 平成 30 年度北信越高等学校体育大会 第 30 回北信越高等学校登山大会 

   期 日  平成 30 年 6 月 15 日(金)～17 日(日) 

   場 所  福井県敦賀市色浜 

   会 場  西方ヶ岳、蠑螺ヶ岳 

   出場校  男子 屋代高校 松本県ヶ丘高校 

        女子 大町岳陽高校  飯山高校 

            

 

③ 平成 30 年度全国高等学校総合体育大会 第 62 回全国高等学校登山大会 

期 日   平成 30 年 8 月 3 日(金)～8 月 7 日(火) 

場 所   三重県三重郡菰野町  

会 場   鈴鹿山系  三池岳、釈迦ヶ岳、国見岳、御在所山、鎌ヶ岳 

成 績   男子  大町岳陽 高校    10 位（98.2 点） 

         女子  松本県ヶ丘高校    15 位（97.4 点） 

 

 



④ 平成 30 年度東北中南信地区新人体育大会 

   北信地区： 志賀高原木戸池・岩菅山 10 月 6 日(土)・7 日(日) 

             〈個人男子〉1 位 山田 一輝（屋代）     

         〈個人女子〉1 位 斎藤 成美（飯山）  

 

   東信地区： 湯ノ丸山 9 月 7 日(金)・8 日(土) 

         〈団体男子〉1 位 上田         

〈団体女子〉1 位 上田 

            

   南信地区： 仙丈ヶ岳、甲斐駒ヶ岳、9 月 28 日(金)･29 日(土) 

             〈団体男子〉1 位 飯田風越 C   

          〈団体女子〉1 位 諏訪清陵 

    

      中信地区： 木曽 城山 ９月１４日（金）・１５日（土） 

             〈団体男子〉1 位 大町 

          〈団体女子〉1 位 松本県ケ丘 

 

 

⑤ 第 9 回全国高等学校選抜クライミング選手権大会 

   期 日  平成 30 年 12 月 22 日(土)・23 日(日) 

   会 場  埼玉県加須市 加須市民体育館 

   成 績  〈男子リード〉個人   野本 拓見（野沢北 1 年）    45 位／110 

                    西  晃汰（上田西 2 年）    105 位／110 

 

        〈女子リード〉個人   土屋 晴菜（須坂 1 年）     52 位／101 

                      竹花 愛結見（上田西 1 年） 105 位／101 

３．総括 

    大会結果は上記をご覧ください。その中でも特筆すべきは、全国大会（インター

ハイ）において男子は大町岳陽高校が１０位、女子は松本県ヶ丘高校が１５位とい

う成績をあげてくれたことだと思います。酷暑の中、日程変更やコース変更はあり

ましたが、本当によく頑張ってくれたと思います。 

    ところで、昨年度も書いたことではあるのですが、高体連登山専門部が抱える問

題として部活顧問の引き継ぎがあります。近年、高校山岳部数は２０校前後、部員

総数は２００名～２４０名程度で推移しています。少子化により学校規模が縮小し

ていくなかで、山岳部への加入率は伸びている状況です。しかし、その部活顧問の

年齢は４０代～５０代が中心です。これからの数年の内に、様々なことを若い顧問

へ引き継いでいく必要があると考えています。  

最後になりましたが、高体連主管の大会参加において日本山岳スポーツクライミ

ング協会への選手登録が義務付けられていますが、昨年に引き続いて長山協より登

録料補助を頂き、高体連としても深く感謝御礼申し上げます。 


